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2B9 管理会計への 導入を目的とする 研究開発資産概念 

0 平澤 冷 ( 東京大学 ) , 谷口 邦彦 ( 大阪科学技術センタ 一 ) , 

丹羽 清 ( 日立製作所 ) 

1. 序 

研究開発費の 増大に伴 い ，そのあ り方が問われている・ 研究開発費の 会計学上の問題 

点は， ①研究開発が 長期的投資を 含むものであ るにもかかわらず ，研究開発費の 多くの 

部分を プ ロ一で捕捉 し ストックとしての 側面に対する 配慮が欠けていること ，した 

がって ， ②研究開発の 原価管理が不可能であ り，予算管理と 期間管理を基本とした 管理 

会計手法が通常とられることとなっている・ 

しかしながら ，予算管理の 立場からは，研究開発費の 適正規模や水準を 内部論理に 

よっては決めがたく ，同業他社の 動向であ るとか，実績のトレンド 等の外部ないし 間接 

的要因を参考にすることとなり ，企業経営上からも 問題が多い・ 

本報告は，商法に 基づく財務会計ではなく ，研究・技術経営に 資するための 管理会計 

への適用を俳頭に 置き，技術ないし 技術組織の現状に 見合った新しい 会計概俳を提案す 

るものであ る・ 

2. 研究開発の生産性と 研究開発資産 

研究開発の生産性に 関する議論は ，米国においてすら ， 1980 年代初頭までが 中心であ 

り ，それ以降，研究開発の 生産性を主題とする 論文は減少し 逆に R&Dpr ㏄ uc 廿 v 吋の 

測定困難 牲 ないし定量化の 有害性を指摘する 論調がめだってくる [1.2] . このような経 

緯は，あ る意味で研究開発の 本質に根差すものの 反映であ り，生産性を 示す適切な指標 

探しは，その 後も有効な展開を 見せていない [3]. 

研究開発活動に 関する数量化指標に 関し本報告者は ，インプット ，アウトプット ， 

ポ テンシヤル，パフォーマンスの 4 つのカテゴリ 一にそれが区分されるべきものと 考え 

る [4]. インプットとアウトプットは プ ロ一の指標であ り，ポテンシャルはストックに 関 

する指標であ る・また，パフォーマンスは 研究開発活動の 状態に関する 指標であ る・ 研 

究 開発活動の因果関係に 注目すれば，インプットとポテンシャルは 原因側を構成し ，ア 

ウトプットとパフォーマンスは 結果側を構成する．その 意味でインプット とポ テンシャ 

か は操作性指標であ り，アウトプットとパフォーマンスは 評価性指標であ る・ 

インプット指標は ，単位期間内に 新たに当該組織に 投入される研究開発資源を 示し ， 
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具体的には，研究費，研究者，研究情報等に 関する数量化指標から 成る・アウトプット 

指標は単位期間内に 発せられた最終的な 知的成果であ り，製品，技術・ 学術情報等に 関 

する指標であ る・これに対し ポ テンシャル指標は ， 3 ォ 象 組織に属する 研究者数や，研 

究費の累積としてのテクノストック 等の組織に内在化された 知的ポテンシャルに 関する 

指標から成る・また ，パフォーマンス 指標は，技術的な 到達状況を指標化したものであ 

り ，技術ストックを 示す各種物理量の 到達途中経過に 相当する数値等で 代表させてい 

る・ 

研究開発の生産性は ， 最も単純には ，インプット 指標とアウトプット 指標の比で表す 

ことになるが ，通常インプットの 一部はストックとして ポ テンシヤル指標の 増加に使わ 

れ ，またアウトプットとしての 成果は過去の 蓄積であ るポテンシャルの 高さに依拠して 

ぃ 6 等の理由から ，この ょ うな過度の単純化は 適切でな い ・しかし一方，通常の 研究 

開発活動では ，インプット と アウトプットとの 間に明示化しがたい 複雑なメカニズムが 

介在しているので ，ポテンシャル 指標を一種のリザーバ と 考え，インプットとアウト 

プットとの間に 妥当なタイムラグを 設定して生産性を 議論することは ，原理的に許され 

るであ ろう・期間毎の 研究開発費総額を 技術の形成に 対する投資と 考え，その累積から 

技術の陳腐化を 差し引いた残りをテクノストックとして 管理する発想 [5,6] は，この観 

点から興味深い・ 

プ ロ一の比を生産性概念で 捉える単純化した 方式に対しストックを 考慮し資産概俳 

を 導入することは ，研究開発活動の 実態に照らし 適切な方式と 考える・ 

3. 研究開発資産の 概念 什 

企業における 研究開発と い えども，テーマの 性格は多様であ る・研究開発資源 ( 投 

入 ) と 技術的成果 ( 産出 ) との間が比較的直結している 開発後期の実用化プロジェクト 

から，製品ターゲットが 明確でなく，したがって 長期的な投資に 相当する基礎技術の 研 

究までを包含している・また 計測，分析技術のような 多目的の支援的研究もあ る・ した 

がって，このように 多様な研究開発活動は ，それらを単純な 生産性概念で 取り扱える短 

期的な プ ロ一の部分と ，単純な生産性概念で 取り扱うべきでない 長期的な投資を 中心と 

した ストックの部分に 区分し後者を 資産概念で取り 扱うべきであ ろ 、つ 

ところで，研究開発の 中核的能力は 研究・技術者集団によって 担われている・ 集団の 

能力は個の能力の 総和ではなく 個と何の関係にも 依拠している・ 個別的 個 と何と何の関 

係 とを合わせた 構造化された 実体総体をヒューマンウェアと 定義すれば，研究開発組織 

は R&D ヒ ユーマンウェアであ る・さらにまた 知的情報システムを 装備した研究開発組織 

のことを拡張 R&D ヒューマンウェア (extendedR&Dhumanwa 鵬 ) と呼ぶ・拡張 R&D ヒュ 

一 130 一 



一 マンウェアは ，テクノストックのリザーバとして 機能する・長期的な 研究開発投資は 

このような機構内部に 蓄積された研究開発資産 (R&D ㏄ se 尽 ) として管理されるべきであ 

ろう・ 

4. 研究開発資産の 管理 

研究開発資産の 価値は，拡張 R&D ヒューマンウェアの 能力として評価されるべきであ 

る・その測定法はコンピュータの 処理能力の測定に 類似した方法が 考えられる・ 仮想的 

な 研究開発課題の 処理能力を試すシミュレーションのための 基礎データは ，日常的な研 

究開発行動の 活動実績の反映として 拡張 R&D ヒューマンウェアの 知的情報システムから 

提供される・ 

研究開発組織の 能力と，特定テーマに 関する研究成果の 経済的価値とを 混同すべきで 

はない．研究開発組織と 研究テーマとの 関係は，第一義的にはコンピュータと 処理課題 

の 関係にあ る・処理結果の 価値は課題の 質に依存している・ 

5. 研究開発資産と 管理会計 

研究開発費の 新しい管理会計方式としては ，たとえば会計学の 立場から，経営戦略に 

よって決定されるボリシー・コストに 属すものと解釈し 基本的には割当型予算によっ 

て管理する方式 [7], 研究開発費の 投資効果を測定し 必要投資規模の 大枠を修正する 方式 

[8], 研究開発活動の 長期的効果を 考慮し研究開発費を 資本支出あ るいは投資の 一部と 

みなし設備，人員，必要研究項目の 積上げを考慮して ，戦略的な優先順位に 従 い 調整 

する方式 [9], などの提案がなされている・ 

本報告で提案する 研究開発資産概念は 長期的投資結果保持されている 研究開発組織の 

能力を，内部論理によるチェック 機構を活用して 検知し，自律的情報に 基づき管理しよ 

ぅ とする点に特色があ る・ 
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